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業績予想の修正に関するお知らせ

　 最近の業績動向を踏まえ、2021年４月14日に公表した通期連結業績予想及び2021年７月15日に公表し
た通期個別業績予想をそれぞれ下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

記

● 業績予想の修正について

2022年2月期通期連結業績予想数値の修正（2021年3月1日～2022年2月28日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰
属する当期純利

益

1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 10,657 1,871 1,873 1,262 9.09
今回修正予想(B) 9,486 2,036 2,054 1,404 10.10
増減額(B-A) △1,170 165 181 141
増減率(%) △11.0 8.8 9.7 11.2
（ご参考）前期実績
（2021年2月期）

― ― ― ― ―

2022年2月期通期個別業績予想数値の修正（2021年3月1日～2022年2月28日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 9,847 1,812 1,815 1,232 8.87
今回修正予想(B) 8,699 2,051 2,090 1,415 10.18
増減額(B-A) △1,148 239 274 182
増減率(%) △11.7 13.2 15.1 14.8
（ご参考）前期実績
（2021年2月期）

9,270 2,031 2,048 1,387 9.99

　 当社は2022年２月期より連結決算に移行いたしました。2021年２月期は連結決算を行っておりませんので、2022年２月
期通期連結業績予想数値の修正における前期実績は記載しておりません。
 

修正の理由
　 2022年２月期第３四半期連結累計期間において、下記要因により広告出稿量が抑制されたことに伴い新規獲得件数が
想定を下回ったため、売上高は前回発表予想を下回る見込みです。一方で、広告宣伝費が計画より大きく抑制されたこと、
原価率が低い商品の売上構成比率が高まり売上総利益率が予想より改善したことにより、営業利益、経常利益及び親会
社株主に帰属する当期純利益（当期純利益）はいずれも前回発表予想を上回る見込みです。
 
（広告出稿量の抑制要因）
　 2021年８月より「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」（薬機法）が一部改正され、課
徴金制度等が新たに盛り込まれました。当社は従来より薬機法に関わる表現において自主基準にて厳密に管理しており、
今回の改正によってリスクが増大することは考えられませんが、課徴金の徴収対象は広告主に限定されず、広告メディア
等も対象となることから、各広告メディアが自社の広告掲載基準を過度に厳格化いたしました。これにより、薬機法上の表
現として問題のない広告であっても審査落ちしてしまい広告出稿ができず、当社の見解を伝えたうえで再審査を請求する
と出稿される等の状態が多発し、適宜・適切な広告出稿を行えず結果として広告出稿量を大幅に減らすこととなりました。
 
　 なお、配当予想につきましては、2021年４月14日に公表の予想（期末配当金１円40銭）から変更はありません。既に実施
いたしました中間配当金１円30銭とあわせて年間配当金は１株当たり２円70銭となる予定であります。
 
 
 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今
後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

以　上


